
わたしは この世
よ

に 

やって来
き

て、両
りょう

親
しん

の もとに 

生
う

まれた。質
しっ

素
そ

な 

馬
うま

小
ご

屋
や

の 中
なか

でね。

（ルカ 2:7）

わたしは 君
きみ

と、

個
こ

人
じん

的
てき

に友
とも

だちに 

なりたいんだ。君
きみ

と 

いっしょに 楽
たの

しい時
とき

を 

過
す

ごしたいんだよ。苦
く

労
ろう

している 

時
とき

には、君
きみ

の 話
はなし

を 聞
き

いて、

何
なん

とか 解
かい

決
けつ

策
さく

を 見
み

つけるのを 

手
て

伝
つだ

ってあげたいし。わたしは

君
きみ

の 仲
なか

間
ま

で、相
あい

棒
ぼう

で、そして

友
とも

だちでも あるんだ。

いつでも 頼
たよ

りに できる 

友
とも

だちに なるって、

約
やく

束
そく

するよ！

自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

を 

しよう。

わたしの 

名
な

前
まえ

は、

イエスだよ。

とも よ

わたしが 来
き

たのは、あなたがたが 命
いのち

を 受
う

けるため、

しかも 豊
ゆた

かに 受
う

けるためで ある。（ヨハネ 10:10 より）
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労
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には、君
きみ
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はなし

を 聞
き

いて、

何
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とか 解
かい

決
けつ

策
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を 見
み

つけるのを 

手
て

伝
つだ
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君
きみ

の 仲
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間
ま

で、相
あい

棒
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で、そして

友
とも

だちでも あるんだ。

いつでも 頼
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だちに なるって、

約
やく

束
そく

するよ！
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わたしは 神
かみ

の子
こ

だけど、

ごく普
ふ

通
つう

の 人
ひと

と 同
おな

じような

人
じん

生
せい

を 始
はじ

めたんだ。その理
り

由
ゆう

は、

みんなのことを 理
り

解
かい

できるように 

なるためだよ。実
じっ

際
さい

「そこに いて、

やってみた」人
ひと

しか わからない

ようなことが わかるように

 なるためにね。

でも すぐに、命
いのち

からがら 逃
に

げなくちゃ

いけなくなった（マタイ 2:13）。

しばらく たって、やっと、

いわゆる 普
ふ

通
つう

の 生
せい

活
かつ

に 

落
お

ち着
つ

いたよ。・・・

少
すく

なくとも、大
おとな

人に 

なるまではね。

わたしのことを、お高
たか

いところで 雲
くも

に 乗
の

っかって、ただ ふわふわ

浮
う

かんでる 人
ひと

だなんて、思
おも

わないで くれよ。わたしのことを、

「イエス」って 名
な

指
ざ

しで 呼
よ

べる 友
とも

だちだと 思
おも

ってほしいんだ。

君
きみ

の ほかの 友
とも

だちに 話
はな

しかけるのと 同
おな

じように 

話
はな

しかけてくれれば いいんだよ。

わたしのことを、お高
たか

いところで 雲
くも

に 乗
の

っかって、ただ ふわふわ

浮
う

かんでる 人
ひと

だなんて、思
おも

わないで くれよ。わたしのことを、

「イエス」って 名
な

指
ざ

しで 呼
よ

べる 友
とも

だちだと 思
おも

ってほしいんだ。

君
きみ

の ほかの 友
とも

だちに 話
はな

しかけるのと 同
おな

じように 

話
はな

しかけてくれれば いいんだよ。

でも すぐに、命
いのち

からがら 逃
に

げなくちゃ

いけなくなった（マタイ 2:13）。
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ふ
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落
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いたよ。・・・

少
すく

なくとも、大
おとな

人に 

なるまではね。
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通
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ひと

と 同
おな
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人
じん

生
せい

を 始
はじ

めたんだ。その理
り

由
ゆう

は、

みんなのことを 理
り

解
かい

できるように 

なるためだよ。実
じっ

際
さい

「そこに いて、

やってみた」人
ひと

しか わからない

ようなことが わかるように

 なるためにね。


